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赤坂学区の

①「献血事業」

「献血」 「清掃美化」 「学校 との連携」事業を紹介 します。

第 1回は1971年 (昭和46年 )、 受付人数は124

人。以降、不定期開催

1986年 (昭和61年 )から毎年実施
2014年 (平成26年 )からは「 まちづくり推進事
業」として位置付けられ、学区まちづくり推進委

員会の各団体が協力して取り組んでいます。

献血が200mlか ら400mlに なった影響により協力

者数が減少 したことや、2020年のコロナ感染症の拡大の年は、献血開始から50年の節目

であったことから、危機感をもって取 り組んだ結果、受付数が増加 しました。そのため、

半日の日程では受け付けしきれないので、2023年度 (令和5年度)か ら1日 の対応 とするな
ど、活動が活性化 しています。

②「清掃美化事業」

・1998年 (平成 10年 )から取り組みを開始しまし
た。

・「芦田川を守る日」や「都市環境月間」にも参加

しています。

・2011年 (平成23年 )から、河手川美化活動に取
り組んでいます。

・2014年 (平成26年 )から、「 まちづくり推進事
業」として、毎年5月 と10月の2回の取り組みをしています。
・小学校、中学校、高校と連携した学区全体の取り組みとして、済美中学校と福山中高等

学校の生徒さんがボランティア参加しているほか、学区の「子どもまちづくり委員会」

の」ヽ学生も参加し、まちづくりの大きなイベントとなつています。

③「赤坂小学校との連携事業」

・学区文化祭で脱温暖化パネルを展示したり、学習

会を開催したりしました。

・「エコライト・フェスティパル」 (温暖化防止啓

発イベント)を 2008・ 2009年 に実施 しまし
た。
・「地球温暖化学習」 (6年生対象の出前学習)を
2011年から実施しています。
・「田んぼの生物調査と観察」 (5年生対象の出前

学習)を 2014年から継続しています。
地球温暖化に伴 う環境への影響には大きいものがあります。小中高校生 との河川清掃や

小学校 との身近な環境学習を通 じて、脱温暖化の重要性を、身をもって感 じてもらいたい

と願っています。
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環保協主催の合同研修、環境保健夏季大学が開催されました。コロナ対策もあり、2日 間通

いの研修会で、福山市公衛協からは23名の参加者がありました。

1日 目は、【健康づくり】をテーマに、広島県の「健康」施策について、広島県健康福祉局

健康づくり推進課長の山下十喜さんから、健康づくり計画の概要と介護予防の説明を受けた

後、広島国際大学特任教授の國末和也さんから、「聞こえとコミュニテイー活動 ～地域でい
きいき活動するために～」の講演を聞きました。45歳から65歳の間では、加齢による難聴

が、認知症の最も危険な因子となり、難聴になると社会活動の減少や認知機能の低下によ

り、認知症のリスクが2倍になることが報告されました。65歳以上では、約半数の人に「聞こ

え」の問題があるそうです。ヒアリング・フレイルリスクの自己チェックをして、聞こえにくい

というのは難聴以外の問題もあることから、早めに耳鼻科に行くこと、補聴器の相談もできる

ことなどを学びました。午後は3つの分科会、①カードゲームで「食べる」を考える、②体操

体験などで「運動」を考える、③「聞く」で社会参加をする、に分かれて研修しました。

2日 目は、【環境づくり。防災】をテーマに、「能登半島地震から見えてきた水。トイレの課

題」について、特定非営利活動法人ひろしまNPO
センターの増田勇希さんの講演を聞きました。長期

にわたり断水が続き、トイレなど大変困つたそうで

す。能登には井戸も少なく、防災井戸も未整備だそ

うです。簡易トイレの準備や、防災井戸の整備が必

要です。午後は、3つの分科会、①災害時のトイレ

事情を考える、②水利用と防災井戸を考える、③防

災食と感染症を考える、に分かれて研修しました。
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地区衛生組織活動資金募集(環境 口健康募金)

令和6年 7月末現在 募金  7′ 086′ 600円
ご協力あιlがこうございきした。引き続きご協力をお願いしきす。痣

:醸

:健康づくり
:毎月21は

・1貪育応援 :ポータルサイト
ふ(やま1健康づくりの日

1福山市公式LINEから
|「フレイルチェック」を

|クリツク111項目の質問に

1答えて、フレイJし予防に
ふくやま 健康づくり
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